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１ 研究目的 

(1) 保幼小接続が求められる背景 

平成 29年３月に告示された小学校学習指導要領では、「何ができるようになるか」という観点か

ら、乳幼児期から小・中・高までの 18年間の育ちと学びを見通した資質・能力が整理され、その育

成のために「何を学ぶか」という必要な指導内容等を検討し、その内容を「どのように学ぶか」と

いう児童の具体的な学びの姿を考えながら授業を構成していくことが求められている。子どもたち

が、学習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解し、学びの成果として、これからの時代

に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることができるようにする

ためには、「どのように学ぶか」を意識した、学習の質を高める授業改善の取組を活性化していくこ

とが必要である。 

第３期教育振興基本計画では、小学校の児童の学力は近年、改善傾向にあり、学習時間も増加傾

向にあると示されている。しかし、自らの能力を引き出し、学習したことを生活や社会の中で出会

う課題解決に主体的に生かしていくという面に課題があるとしている。さらに、学ぶことの楽しさ

や意義が実感できているかという点でも、肯定的な回答が国際的に見て低いことも指摘されており、

学習に向かう児童の意欲の向上を図ることが必要であると示されている。 

これまでの勤務校において、児童の学びの様子を見てみると、多くの場合、学習課題は授業者か

ら与えられたものであったため、自分の課題として捉えられず、受動的に学ぶことが多かったよう

に思う。そのため、児童が学ぶことの楽しさや意義を実感できる場面が生まれにくかった。このこ

とから、児童の「どのように学ぶか」という具体的な学びの姿を意識した授業を構成することで、

それらの場面が生まれるのではないかと考える。 

小学校学習指導要領解説総則編において、小学校低学年は、幼児期の教育を通じて身に付けたこ

とを生かしながら教科等の学びにつなぎ、児童の資質・能力を伸ばしていく時期であり、「幼児期の 

終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」１を踏まえた指導を工夫することにより、児童が主体的に

本研究の目的は、「環境を通して行う」教育である幼児期の特性を生かし、児童が幼児期に培った

「主体的な学びの姿」を発揮できるための、小学校教育における学習環境の工夫を明らかにすること

である。スタートカリキュラムにおける小学校第１学年の児童を対象に、幼児期に培った「主体的な

学び」の姿を、小学校教育で発揮させるための学習環境の工夫を取り入れた検証授業を行い、児童の
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 その結果、①作業スペース・文具類・本・図鑑の設置等の物的環境、②授業者による学習のゴール

イメージをもたせる発問・児童同士の発言をつなげる発問・児童の言動に対する認めたり、褒めたり

する評価の言葉等の人的環境、③時間設定・グループ活動・学習形態等の空間的環境が、児童の「主

体的な学びの姿」を発揮させる効果的な学習環境の工夫であることが明らかになった。 
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自己を発揮しながら学びに向かい、更に伸ばしていくことができるようにすることが重要であると

されている。また、松木（2018）は、「子どもの成長において大きな認識発達の変化は、各校種の真

ん中にあり、子どもは同一校種内で大きな認識発達を遂げる。保育所・幼稚園・幼保連携型認定こ

ども園等（以下、「保育所・幼稚園等」という）であれば、３～４歳児、小学校であれば第３～４学

年に大きな認識発達が起こるのである。つまり、保育所・幼稚園等の５歳児と小学校１年の６歳児

とでは、発達段階においてはほとんど変化のない時期ということが分かる」と述べている。これら

のことから、保幼小接続において「どのように学ぶか」を考えたとき、小学校低学年は、授業者自

身が、保育所・幼稚園等で育まれた児童の資質・能力を十分に理解し、幼児期の特性を生かした指

導を工夫することが重要である時期だと考える。 

(2) 幼児期の教育と小学校教育とのつながり 

「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」には、幼児期から児童期に

かけては、学びの芽生え２の時期から自覚的な学び３の時期への円滑な移行をいかに図るかが重要と

なり、学びの芽生えと自覚的な学びの両者の調和の取れた教育を展開することが必要であると示さ

れている。そして、児童期の教育は、各教科から構成されているが、幼児期の教育には発達の段階

を考慮して、遊びを通じた総合的な指導を行うという大きな違いがあるとしながらも、教育活動と

いう視点から整理してみると、幼児期の教育と児童期（低学年）の教育は共に、直接的・具体的な

対象とのかかわりを重視している点で共通点が見られるとされている。具体的には、自分とのかか

わりや他の人・集団とのかかわりである「人とのかかわり」と、自然とのかかわりや身の回りのも

のとのかかわりである「ものとのかかわり」という二つに大別することができ、さらに、幼児期の

教育では、人やものとのかかわりという捉え方によって児童期とのつながりを見通しつつ、遊びの

中での学びを展開することが、児童期の教育では、人やものとのかかわりという捉え方によって幼

児期とのつながりを見通しつつ、各教科等における学習を展開することが必要であると示されてい

る。 

これらのことから、発達段階においてほとんど変化のない接続期での小学校教育において、幼児

期の教育の「人とのかかわり」や「ものとのかかわり」、つまり「環境」の工夫を小学校教育に取り

入れることが必要であると考える。元木ら（2017）は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10

の姿）」を踏まえ、幼児期の特性を生かし、学びの連続性４のある指導の工夫で、児童は安心して意

欲的に課題に取り組み、自分の思いを表現できることを示唆した。 

(3) 児童の「主体的な学びの姿」 

Ａ小学校入学前の保育所での児童の様子を記録したものを見ると、自分から遊びに関わり活動す

る次のような姿が見られた。 

 

 

 

田村（2018）は「深い学び」の中で、主体的な学びを、「自分ごとの課題を、自分の力で解決し、

その過程と成果を自覚する」としている。保育所での児童の姿を見てみると、見つけたダンゴムシ

の家を作ろうとしたことは「自分ごとの課題」の発見であり、家作りに必要な材料を自分で選んだ

り、先生に聞いてもらったりして、ダンゴムシの家を友だちと作り始めたことは「自分の力で解決」

することに当たる。そして、作っている途中で、ダンゴムシが逃げ出さないように蓋をしたことで、 

 

 

 

 

 

（３月 15 日 園庭活動の時間 児童の姿①） 

園庭でダンゴムシを見つけた女児Ａは、そのダンゴムシの家を作ろうと友だちに声をかけた。家作りに必要な材料を自分で選ん

だり、先生に聞いてもらったりして友だちと作り始めた。作っている途中で、ダンゴムシが逃げ出さないように蓋をしたが、こ
れではダンゴムシは息ができないのではないかと友だちと相談を始め、色々な方法を試し始めた。 

１ 幼児期に育てたい力として示された三つの資質・能力が、内容を通して実現する様子を、①健康な心と体②自立心③協同性④道徳
性・規範意識の芽生え⑤社会生活との関わり⑥思考力の芽生え⑦自然との関わり・生命尊重⑧数量や図形、標識や文字への関心・感
覚⑨言葉による伝え合い⑩豊かな感性と表現、の 10の姿で示したもの。 

２ 学ぶことを意識しているわけではないが、楽しいことや好きなことに集中することを通じて、様々なことを学んでいくことであ
り、幼児期における遊びの中での学びがこれに当たる。 

３ 学ぶということについての意識があり、集中する時間とそうでない時間の区別がつき、与えられた課題を自分の課題として受け
止め、計画的に学習を進めることであり、小学校における各教科等の授業を通した学習がこれに当たる。 

４ 幼児期の教育・保育を通して育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育に生かすこと。 
 



ダンゴムシは息ができないのではないかと友だちと相談をし、いろいろな方法を試したことは、「そ

の過程と成果を自覚する」ことに当たる。このことから該当児童の姿は、田村の言う主体的な学び

と同様な学びであると捉えられる。 

また、Ａ小学校入学直後の児童の様子を観察してみると、自分から学習に関わり活動する次のよ

うな場面が見られた。 

 

 

小学校入学後のこのような姿を、田村の主体的な学びの視点で見ると、まだ学習していない漢字

を調べたいと希望を見出したのは「自分ごとの課題」の発見であり、どのように調べるか方法を考

えたり、友だちと相談したりするのは「自分の力で解決」しようとする姿であり、自分の思いを表

していくことは、「その過程と成果を自覚する」となる。ここにも、小学校入学後にも幼児期の終わ

りに見られた「主体的な学びの姿」を見出すことができる。 

元木ら(2017)は、幼児の主体的な学びを支えているのは、保育者の子ども理解に基づく環境構成

の工夫や援助であり、保育者は、幼児がやってみたいと思えるように環境を構成し、幼児の思いを

汲んで自己表現に向けて援助していると示している。そして、「幼児期の教育と小学校教育の円滑な

接続の在り方について（報告）」には、幼児期における遊びとは、余暇活動ではなく、学びそのもの

であり、幼児が遊びこむことができる環境を構築し、幼児の主体的な活動を促す教職員の適切な援

助があれば遊びは深まり、遊びの中で幼児は自分の課題を発見・追求するようになり、子どものも

つ課題意識は高まっていくと示されている。保育所で見られた児童の姿からは、ダンゴムシの家作

りに必要な材料が十分に準備されていたり、児童の思いを受け止め、共感してくれる保育者や友だ

ちの存在があったりしたなど、保育者の環境構成の工夫や援助が見られた。しかし、上記のＡ小学

校の教室には、児童が漢字をすぐに調べられる環境が十分ではなく、保育所と小学校とでは、児童

を取り巻く「学び」に対する環境に違いがあるのではないかと感じた。このことが、児童が主体的

に学びに向かうことへの鍵となるのではないかと考える。 

 

以上のことから、本研究では、「主体的な学びの姿」を「自分ごとの課題を、自分の力で解決し、

その過程と成果を自覚する」と押さえる。そして、小学校入学以降も、児童が「主体的な学びの姿」

を発揮し、幼児期に身に付けた資質・能力を伸ばしていくには、児童の学習活動を支えていく教師

の支援や、児童を取り巻く学習環境の工夫が必要ではないかと考え、幼児期の特性を生かし、児童

の「主体的な学びの姿」が発揮できる学習環境の工夫を明らかにしていく。また、接続期教育にお

いて、幼児期の教育を通して育まれた資質・能力と各教科の目標とのつながりを意識した際、これ

までは生活科を中心とした研究実践が数多く行われてきている。本研究では、生活科以外の教科の

目標とのつながりを意識し、児童の「主体的な学びの姿」を、各教科の目標とどうつなげていくの

かにも配慮をしながら、実践に取り組んでいくこととする。 

 

２ 研究仮説 

   小学校第１学年の学習において、幼児期の特性を生かした学習環境の工夫を取り入れた授業を考

案・実施し、児童の「主体的な学びの姿」につながったかを検証することで、幼児期に培った「主

体的な学びの姿」を発揮できるための学習環境の工夫の有効性が明らかになるであろう。 

 

３ 研究方法 

(1) 児童が「主体的な学びの姿」を発揮できるための検証授業の実施 

本研究では、児童が「主体的な学びの姿」を発揮できるために、授業者とともに学習環境の工夫

を取り入れた検証授業を実施する。幼児期の特性を生かした学習環境の工夫として、幼稚園教育要

（４月 11 日 休み時間 児童の姿②） 

女児Ｂが、初めて渡された自由帳に漢字を書き始めた。Ｂは友だちとやりとりしながら、自分の知っている漢字を書いていっ

た。Ｂはさらに漢字を書こうと、教室の本箱に漢字の本を探しに行った。 



領解説にも示されているように、幼児期の教育で構成されている物的・空間的環境と、幼児と人と

の関わりの環境である人的環境を取り入れる。具体的には、①作業スペース・文具類・本・図鑑の

設置等の物的環境、②授業者による学習のゴールイメージをもたせる発問・児童同士の発言をつな

げる発問・児童の言動に対する認めたり、褒めたりする評価の言葉等の人的環境、③時間設定・グ

ループ活動・コの字型学習形態等の空間的環境の三つとする。教科は、Ａ小学校の研究テーマであ

る国語科に限定し、児童の「主体的な学びの姿」の変容を追うため、「Ｃ読むこと」の指導事項に特

定して研究を進めることとし、授業改善に取り組んでいく。 

ア 国語科単元「とんこととん」の授業づくり・実施・分析・検証 
時期：５月 
対象：Ａ小学校第１学年児童 23名 
 

    イ 国語科単元「どうやってみをまもるのかな」の授業づくり・実施・分析・検証 
      時期：６月 

対象：Ａ小学校第１学年児童 23名 
 

    ウ 国語科単元「おおきなかぶ」の授業づくり・実施・分析・検証 
      時期：７月 
      対象：Ａ小学校第１学年児童 23 名 

検証授業実施後、児童の「主体的な学びの姿」が発揮できたかという分析・検証については、澤

井（2017）が「授業の見方『主体的・対話的で深い学び』の授業改善」の中で述べている主体的な

学びの具体的な姿と、田村（2018）が「深い学び」の中でまとめている主体的な学びの要素に基づ

き、以下の四つの視点で表１のように分類していく。 

①学習課題を自分の課題として捉え、興味や関心をもっていること。（以下、「①自分の課題」

という） 

②解決に向けて進めていくプロセスイメージや学習活動のゴールイメージを明らかにし、見通

しをもっていること。（以下、「②見通し」という） 

③学びが連続し、粘り強く取り組んでいること。（以下、「③粘り強さ」という） 

④自分の学びを振り返ることで、学習活動を確認したり、現在や過去の学習内容と関係付けた

りして、次につなげていること。（以下、「④振り返り」という） 

   さらに田村は、主体的な学びを、児童が自らの学びをコントロールできることとし、学習者とし

ての児童自身が、自分ごとの課題を自分の力で解決し、その過程と成果を自覚することを繰り返す

ことで、学びをコントロールすることができると示している。つまり、「主体的な学びの姿」を捉え

る視点①から④のすべてが一まとまりとなることで、児童の「主体的な学びの姿」が発揮されるの

である。本研究は、児童一人一人を「主体的な学びの姿」の①から④すべての視点で捉えていく。 

表１ 「主体的な学びの姿」を捉える視点と児童の姿 

「主体的な学びの姿」を捉える視点 児童の姿 具体例 

①自分の課題 

・自分ごとの課題をもっている。 ・動作化の後、「どうしてネズミは後ろ向きに

なっているのかな」と発言する。 
・「（他の動物の秘密も）僕が見つけてあげる」
と発言し、図鑑を取りに行っている。 

・音読劇のために「みんなでお面作ろうよ」
と発言する。 

・動作化の後、「もっとやりたい」「役を決め

てやりたい」と発言する。 

②見通し 

・学習問題の意味を自分なりに把握 
している。 

・方法や予想を出し合っている。 
・みんなで力を合わせて調べたり考 
えたりしている。 

・友だちの動きを見て、一緒にやり始める。 
・「こうやったらどうかな」と発言する。 

・図鑑を見ながら、動物の秘密を友だちと相
談している。 

・かぶを引っ張る順番を確認するため、試し

に動いてやっている。 

③粘り強さ 

・あきらめず前向きになり自ら学ん 

でいる。 

・自分で考えながら、「ああ、そうか」「わか

った」と発言する。 
・自分の考えを発表している。 
・友だちに説明したり教えたりしている。 

・時間を忘れて活動し続けている。 



④振り返り 

・学習内容を確認している。 
 
 

・学習内容を現在や過去の学習内容 
と関係付けている。 

・自らの学びを文字や言語で表現し 

ている。 

・「（これまでの話の内容だと）ナレーターは
何人かいるよ」と発言し、友だちに教科書
を見せている。 

・これまでの学習を思い出し、「（この学習で
は）○○ができそう。」と発言する。 

・登場人物になりきって、音読をしている。 

 

(2) 児童が「主体的な学びの姿」を発揮できるための学習環境の工夫の考察 

５月から７月の国語科の授業で取り入れた、児童が「主体的な学びの姿」を発揮できるための学 

習環境の工夫をまとめ、考察する。 

 

(3) 国語科の評価規準における児童の「主体的な学びの姿」の変容の考察 

   ５月の単元「とんこととん」と７月の単元「おおきなかぶ」の共通する評価規準における、児童 

  の「主体的な学びの姿」の変容を考察する。 

 

４ 結果と考察 

Ａ小学校入学後、４月の国語科の平仮名の学習 270 分間（45分授業の６時間）の様子を、２台のビ 

デオカメラで全ての児童の活動が見えるように撮影した。そして、授業者の発問に対して児童一人一

人がどのように反応し行動したのかを発問ごとに記録し、その行動を「主体的な学びの姿」を捉える

視点で分類した（表２）。なお、児童の行動は、目に見える児童の姿のみを記録することとした。 

表２ 国語科 平仮名の学習での児童の「主体的な学びの姿」が見られた場面数（回） 

「主体的な学びの姿」を捉える視点 ①自分の課題 ②見通し ③粘り強さ ④振り返り 

４月平仮名の学習全６時間平均 ０ 14 14.5 ０ 

表２からも分かるように、４月の児童の姿からは、「主体的な学びの姿」を捉える視点の「①自分の 

課題」と「④振り返り」の姿が見られない。学習の課題が与えられた課題が多く、自分から「やりた

い」という課題になりにくいため学習意欲につながっていない。学習を展開する中で、学習のゴール

イメージを児童にもたせ、児童自らが課題を見つけることができるような学習環境の工夫が必要であ

ると感じた。 

そこで、授業者と単元ごとに学習環境の工夫を話し合い、それらの工夫を取り入れた授業を実施し、 

児童の「主体的な学びの姿」を追った。児童の姿は、４月の国語科の授業と同様に記録した。 

(1) 児童が「主体的な学びの姿」を発揮できるための検証授業の実施 

ア 国語科単元「とんこととん」の授業づくり・実施・分析・検証 

単元目標 場面の様子を想像しながら、楽しんで読むことができる。 

評価規準 【読】◎人物の行動や場面の様子を想像しながら読んでいる。 

    ５月の単元「とんこととん」では、物的環境として、保育所・幼稚園等で子どもたちが自由に 

制作活動ができるよう、常に設置している作業机や、造形用の道具・素材の設置といった環境の 

工夫を取り入れ、小学校でも児童が自由に使うことのできる作業スペースを教室外に設置し、文 

具類を置いた。また、人的環境として、児童に学習後に何をしてみたいかというゴールイメージ 

をもたせる発問を取り入れた。さらに空間的環境として、友だちと話し合える場面を学習の中に 

取り入れ、児童の思考を広げる場面を設定した。すると、「主体的な学びの姿」を捉える視点の「④ 

振り返り」の姿に少し変化が見られた。児童の「④振り返り」の姿として、作業スペースで音読

劇をするために必要なお面を友だちと相談しながら作製したり、もぐらやねずみになって動いた

りする姿があった。しかし、登場人物の気持ちを想像して読むことができずにいた児童が多くい

た。また、学習を通してどんなことをしたいかというゴールイメージがはっきりともてず、何の

ために動いているのか、何のためにお面を作っているのか目的がはっきりしない児童が多く、授



業者の発問内容の見直しと、学習と作業スペースでの活動のつなげ方の見直しが必要であった。 

イ 国語科単元「どうやってみをまもるのかな」の授業づくり・実施・分析・検証 

単元目標 事柄の順序に気を付けて、内容を正しく読み取ることができる。 

評価規準 【読】◎事柄の順序に気を付けながら、内容を正しく読み取っている。 

    ６月の単元「どうやってみをまもるのかな」では、物的環境として、教室外にあった作業スペ 

   ースを教室内に移動させ学習と作業スペースでの活動がつながりやすくした。また、児童に学習 

のゴールイメージとして、いろいろな動物の身の守り方に興味をもたせるため、動物図鑑を設置 

したり、学習内容の比較や確認ができるよう教室に教材文を掲示したりした。さらに、人的環境 

として、児童の思考をつなげる発問を意識した授業展開を行い、児童同士の思考の共有を図った。 

すると、「主体的な学びの姿」を捉える視点の「①自分の課題」と「④振り返り」の姿が増えてき 

た。学習を進めていると、保育所でのダンゴムシの家作りの活動を思い出した児童から、「そうい 

えばダンゴムシも触るとすぐ丸くなったね。ダンゴムシも丸くなって身を守っているんだ！」と 

いう発言が出てきて、これまでの自分の経験と結び付けて考える姿が見られた。また、休み時間 

に、教室に掲示してある教材文を見ながら画用紙に動物の絵を描き、それを説明する言葉を、教 

科書の本文を確認しながら書き入れている姿や、お面を作って動作化する姿が見られた。さらに、 

教科書にはない他の動物のことを調べたいと、作業スペースに置いてあった動物図鑑を持ち出し 

て、友だちと話し合う児童が出てきた。それらの活動が学習の中にもつながり、学習中に「先生、 

みんなでお面作ったら？」や「他の動物も調べてあげようか？」といった児童のやりたい活動が 

生まれ、児童の「主体的な学びの姿」が見られ始めた。さらに学習後、転校する友だちとのお別 

れ会のために、より詳しく動物のことを調べ、クイズを作り始める児童も見られ、学んだことを 

生かそうとする意欲的な姿が見られた。 

ウ 国語科単元「おおきなかぶ」の授業づくり・実施・分析・検証 

単元目標 
場面の様子を想像しながら、物語の展開を楽しんで読み、好きなとこ

ろを音読することができる。 

評価規準 
【読】◎次々に人物が加わる様子や、かぶが抜けたときの気持ちを想

像して読んでいる。 

    ７月の単元「おおきなかぶ」では、前単元で児童から「もっと発表の準備がしたい」「作ってい 

る途中で、いいところだったのに」という意見があったことから、空間的環境として音読劇のた 

めの準備と練習の時間を、２時間（90分間）続けて設定した。また、登場人物の気持ちの変化を 

確認する場面を設定すると、これまでの自分の考えや友だちと相談したことを「書いて残してお 

きたい」という児童の思いが生まれ、物的環境としてワークシートの使用を取り入れた。すると、 

「主体的な学びの姿」を捉える視点の「①自分の課題」と「④振り返り」の姿が、さらに増え始 

めた。児童は、場面の様子や登場人物の気持ちを想像し、かぶを引っ張る人数が増えるとかけ声 

も大きくなっていくことや、登場人物それぞれのかぶの引っ張り方には特徴があること等に気付

いていた。音読劇では、お面を作ったり、友だちと学習内容をどう表現すればよいか相談したり

しながら、それぞれの役になりきって楽しんで表現するといった、この時期の発達段階に見られ

る姿があった。登場人物の気持ちを想像してワークシートに書く活動では「書きたい」という気

持ちが強く、自分の感じたことを自分の言葉で書くことができた。授業者が与えて書くワークシ

ートとは違い、児童が「書きたい」という思いで書くワークシートには、書き方や表現にも児童

の自由な発想があり、場面の様子のイメージをより広げることができていた。しかし、平仮名の

定着がまだ十分でないため、書きたい気持ちはあるが、どうやって書けばよいのか分からず止ま

ってしまう児童の姿も見られた。そのような児童には、授業者の支援や平仮名表の掲示が必要で

あった。 



次の表３は、４月から７月の国語科で見られた児童の「主体的な学びの姿」を整理したもので

ある。学習環境の工夫を取り入れるごとに、「主体的な学びの姿」を捉える視点の「①自分の課題」

と「④振り返り」の姿が増えてきた。これは、取り入れてきた学習環境の工夫が、児童が「主体

的な学びの姿」を発揮できる効果的なものであったと考える。また、①②④については、単元を

追うごとに増えてきた。これは、児童が学習を積み重ねていく中で、自分の学習のゴールイメー

ジをもち、見通しをもって学習を進めていくことに慣れてきたということも考えられる。授業者

も、学習環境の工夫を取り入れるごとに、児童の「主体的な学びの姿」の変化を感じ、それらを

意識して授業展開していった。③については、６月から７月で減っている。これは、６月の単元

が、児童が興味をもつ動物を題材にした説明文だったため、児童の「主体的な学びの姿」が見ら

れた場面が多かったと考えられる。 

表３ ４～７月の国語科における児童の「主体的な学びの姿」が見られた場面数（回） 

「主体的な学びの姿」を捉える視点 ①自分の課題 ②見通し ③粘り強さ ④振り返り 

４月平仮名の学習全６時間平均 ０ 14 14.5 ０ 

５月「とんこととん」全５時間平均 ０ 39.2 116 0.6 

６月「どうやってみをまもるのかな」全６時間平均 ３ 97.8 145.1 ３ 

７月「おおきなかぶ」全８時間平均 18.5 101.7 126.8 4.6 

 さらに、表４は４月から７月の国語科での、児童の「主体的な学びの姿」を捉える視点の①から

④が揃って見られた児童の数を表したものである。表４を見ると、学習環境の工夫を取り入れた５

月から７月では、単元を追うごとに、「主体的な学びの姿」を発揮する児童が増えてきた。これは、

児童の「主体的な学びの姿」を捉える視点の「①自分の課題」と「④振り返り」の姿が増えてきた

ことと相関があると考える。また、７月の単元「おおきなかぶ」では、児童 23 名のうち 15 名が①

から④の「主体的な学びの姿」が揃って見られ、見られなかった８名についても、①から③の姿は

見られており、学習環境の工夫により、全児童から「主体的な学びの姿」の①から③の姿が発揮さ

れたことが分かった。 

表４ ４～７月の国語科における①から④の「主体的な学びの姿」が揃って見られた児童数（人） 

４月 ５月 ６月 ７月 

０ ０ ７ 15 

(2) 児童が「主体的な学びの姿」を発揮できるための学習環境の工夫の考察 

   国語科における学習環境の工夫とそれによる児童の「主体的な学びの姿」（表５）をみると、「み

んなで音読劇をやりたい」という発言をする姿（①自分の課題）や、動物図鑑を見て、自ら画用紙

に書き写している姿（②見通し）、自分の考えを友だちに説明したり教えたりしている姿（③粘り強

さ）、登場人物の気持ちを想像し、なりきって音読している姿（④振り返り）があることが分かる。

このことから、幼児期の教育で重要視している「環境を通して行う教育」を意識し、小学校教育に

おいて、物的環境、人的環境、空間的環境の工夫を取り入れることが、児童の「主体的な学びの姿」

を発揮させる効果的な手立てとなることが示唆された。 

表５ 国語科における学習環境の工夫とそれによる児童の「主体的な学びの姿」 

（  は具体的な学習環境の工夫、  は学習環境の工夫による効果） 

 学習環境の工夫 児童の姿 考察 

 

ａ 活動を広げるた
めの作業スペー
スの設置 

（教室内） 
 

・学習中は、友だちと相談しながら必要なも
のを作製したり、本や図鑑を読んでまとめ
たりしている。 
・休み時間は、友だちと集まって工作をした
り、話をしたりして過ごしている。 
 
 
 
 

児童にとって安心できる場所となって
いる。作業スペースでの活動と学習のつ
ながりをもたせる工夫が必要である。 ①

物
的
環
境 



ｂ 思考をすぐに形
にするための文
具類の設置 
・画用紙 
・色画用紙 
・はさみ 
・セロハンテープ 

・ボンド 
・カラーマジック   
     等 

・自由な発想で工作を楽しんだり、学習した
内容をまとめたり、必要なものを作製する
ときに使っている。 
・「こんなものが欲しい」、「お面だけじゃな
くて衣装も作ってみたい」と発言する児童
も出てきた。 

何かをしたいと思ったときに、すぐに使
うことのできる文具類が手元にあると、
児童の思考の継続につながる。また児童
の意欲を生み出すきっかけにもなって
いる。 
 
 
 
 
 
 

ｃ すぐに手に取
り、調べたり確
認したりするた
めの本や図鑑の
設置 

・絵本や図鑑を参考に発表会の準備をして
いる。 
・友だちのお別れ会のために、図鑑を見てク
イズを作っている。 
・「もっと他の本も探したい」と、図書室に
行って本を探している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵本や図鑑を参考に、学習内容から活動
を広げて取り組むための材料となって
いる。児童の意欲の向上や学習への動機
付けにも効果的である。 

ｄ 思考の継続につ
ながったり、文
章構成に気が付
いたりするため
の教材文の掲示 

・前時での学習と比較したり、同じ文章や言
葉を探したりしている。 
・休み時間にそれを見ながら絵を描いたり、
説明する文章を加えて発表の準備をしたり
している。 

学習中はもちろん、休み時間にも児童の
目に入るため、児童の思考の継続に効果
的である。前時と本時での、教材文の比
較にも、教科書をめくるより見やすい。 

ｅ 思考を深めるた
めの挿絵の拡大
コピーの掲示 

・登場人物の気持ちを読み取る際に、挿絵の
登場人物の表情から考えている。 
・挿絵を見て、音読劇の発表に何が必要かを
考えている。 
・登場人物が出てくる順番を、挿絵を見て確
認している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この時期の児童にとって、文章からの読
み取りだけでは、登場人物の気持ちや場
面の様子を想像することは難しい。教科
書の挿絵は、それらを考えるヒントとな
るものが細かく表現されており、児童の
想像を広げ、学習を深めるものとなって
いる。 

ｆ 思考を表現する
ためのワークシ
ートの使用 

・想像した登場人物の気持ちを、自分なりの
言葉で書いている。 
・登場人物になりきった表現で書き、それを
紹介し合っている。 
・「もっと書きたい」という児童が出てきた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登場人物の気持ちを自分の言葉にし、そ
の気持ちの変化を捉えるときに効果的
であった。児童自ら「書きたい」という
意欲も生まれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｇ 学習の見通しを
もつための学習
計画の掲示 

 
 

・学習計画を意識した授業を展開すると、児
童自ら次の学習の展開を予想し、自分自身
の課題として捉えようとしていた。 
 
 
 

児童自ら学習の見通しをもつことで、課
題を自分のものとして捉えられている。 
 
 
 

①
物
的
環
境 



②
人
的
環
境 

ｈ 思考を深めるた
めの目的をもた
せた動作化の導
入 

・登場人物の気持ちや場面の様子を想像す
る際、実際に動いてみることで、よりイメー
ジを深めることができている。 
・教科書の文章だけでは想像することがで
きなかったことにも気が付く児童が出てき
た。 
 
 
 
 
 
 

意欲的に活動する児童が多く、主体的な
学びの姿が多く見られた手立ての一つ
であった。また、動作化を取り入れるこ
とで、文章の内容にも目を向けることが
でき、国語科の目標とのつながりにも効
果的であった。 

ｉ 学習意欲の向上
のための評価の
言葉 

 ・認める 
 ・褒める 等 

・「おおきなかぶ」の音読劇のためのお面を 
どのように作ったのか、どこを工夫したの
か等を、一つ一つ自分の言葉で説明してい
る。 
・グループで動物の秘密を見つけると、すぐ
に教師や友だちに報告し、喜びを共有しよ
うとしていた。 

自分の考えや活動を、認めてもらうこと
で安心している。また、次の活動への意
欲につながっている。 

ｊ 学習の課題を児
童の課題とする
ために、学習の
ゴールイメージ
をもたせる 

・この学習で何がしたい？ 

・やってみたいことは何？ 

・「音読劇をしてみたい」「動物のひみつ発表
会をしたい」という希望が生まれ、学習の課
題とつなげることができている。 
・学習のゴールを目指すためには、何を学習
しなければならないかを考える児童も出て
きた。 

学習の課題が、児童の希望や疑問につな
がっているため、自然と児童の「主体的
な学びの姿」が生まれやすくなってい
る。 

ｋ 思考を深めるた
めの発問の工夫 
（つなげる） 

・○○ちゃんの意見、どう思う？ 

・どうしてそう思ったの？ 

 

・友だちの考えを聞き、それに対して「私は
こう思う」という自分なりの考えを述べて
いる。 
・「どうしてそう考えたのですか」といった
質問をしている。 

児童の発言やつぶやきをつなげること
で、児童の思考が深まる。また、児童の
思考が広がることで、「主体的な学びの
姿」が出てきている。 

ｌ 課題解決の見通
しをもつための
発問の工夫 
（方法を聞く） 

・どうやって考えたい？ 

・どうやってしたい？ 

 
 

 

・「友だちと一緒に考えたい」「教科書から見
つけたい」といった学習方法を考えている。 
・課題解決や希望の実現のための方法を、自
分の言葉で考えたり、また友だちの考えを
聞いて真似てみたりする児童も見られた。 
 
 
 
 
 
 

課題解決や希望の実現のために必要な
方法を、児童に考えさせることで、より
「主体的な学びの姿」を発揮することが
できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
空
間
的
環
境 

ｍ 思考を継続させ
るための時間設
定の工夫 

 ・90 分間（２校時）
の学習 

 ・合科学習 

・時間を忘れ、継続的に活動している。 
 
 
 
 
 
 
 

児童がやりたいことをやり続けること
のできる時間は、児童の思考や意欲の継
続にとても効果的である。しかし、目的
を意識し続けることが難しいため、定期
的な声がけが必要である。 

ｎ 思考を深めるた
めの学習形態の
工夫 

 ・グループ活動 
 ・班活動 等 

・自分の考えを友だちに伝えることができ
ている。 
・友だちの考えを聞いて、自分の考えと比較
することができている。 

グループにすることで、自分の意見がい
いやすくなっている。また、目的のある
話合いにすることで、より思考を深める
ことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｏ 児童同士の思考
をつなげるため
の発表形態の工
夫 

 ・コの字型 
 ・対面型 等 

・「おおきなかぶ」の音読劇の発表を見る際、
一緒に見ている友だちと良さや課題を見つ
けている。 
・音読劇の後、互いに感想を言い合ったり、
自分たちの発表の感想も述べたりしてい
る。 

コの字型は、発表者だけでなく、それを
見ている他の友だちの表情も見ること
ができ、より一体感が生まれる。そのこ
とから、児童が一体となって次の学びに
つなげようとする「主体的な学びの姿」
が生まれる。 
 

②
人
的
環
境 



(3) 国語科の評価規準における児童の「主体的な学びの姿」の変容の考察 

評価規準からみた児童の「主体的な学びの姿」の変容（表６）から、５月と７月の単元での児童

の姿を比較すると、５月の単元「とんこととん」では、単元のねらいはほぼ達成できたものの、会

話文を意識して物語を音読する姿はあまり見られなかった。しかし、７月の単元「おおきなかぶ」

では、登場する順番を文章から確認することができた児童が半数程度見られた。さらに、５月の単

元「とんこととん」では、登場人物の気持ちを想像して話す姿はあまり見られなかった。しかし、

７月の単元「おおきなかぶ」では、ほとんどの児童が登場人物の気持ちを想像し、それを具体的な

言葉でワークシートに書くことができた。 

表６ 評価規準からみた児童の「主体的な学びの姿」の変容 （学習環境の工夫は、表５参照） 

 指導事項 ５月単元「とんこととん」での 
児童の「主体的な学びの姿」 

７月単元「おおきなかぶ」での 
児童の「主体的な学びの姿」 

Ｃ
読
む
こ
と 

（１）読むことの
能力を育てるた
め、次の事項につ

いて指導する。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

ア 語のまとまり
や言葉の響きなど
に気を付けて音読

すること。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

【読】語のまとまりや会話文に気を付け
て音読している。 
 

・会話文を意識することはできてい
ないが、「とんこととん」という言
葉からいろいろな事を想像し、物

語を楽しく読んでいる。 
 

・事柄の順序を文章からは確認でき

ていないが、挿絵で確認しなが
ら、読んでいる。 

【読】繰り返しの表現に気を付けて、場
面の様子を想像しながら読んでいる。 
 

・「△△は○○をよんできました」の文
章を本文から見つけ出し、登場す
る順番を確認している。 

 
 
【読】音読をしながら、人物が出てくる

順を読み取っている。 
・文章を読んで動作化し、かぶを引っ
張る順番を確認している。 

【読】六回の「うんとこしょ、どっこい
しょ」の違いを捉えて、音読に表してい
る。 

・かぶを引っ張る人が増えるごとに、
かけ声も大きくなることに気付
き、音読を工夫している。 

 
 
 

 

Ｃ
読
む
こ
と 

（１）読むことの
能力を育てるた
め、次の事項につ

いて指導する 

ウ 場面の様子に
ついて、登場人物
の行動を中心に想

像を広げながら読
むこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【読】ねずみやもぐらの行動や会話から
気持ちを想像している。 
 

 
 

・「とんこととん」を言葉に直し、何

と言っているか話している。 
・具体的な言葉にはなっていないが
ねずみやもぐらの表情に注目し、

どんな気持ちか想像して話してい
る。 

 

 
 
 
 
・場面の様子や登場人物の気持ちを
想像することはあまりできていな

いが、ねずみやもぐらになって動
き、登場人物の行動を確認してい
る。 

 
 

【読】おじいさんの気持ちを想像しなが
ら、音読している。 
【読】人物が他の人物を呼ぶときの様子

をそれぞれ想像しながら音読している。 
 

・登場人物の気持ちを想像し、それを

自分の言葉でワークシートに書い
ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・友だちの考えを聞いて、さらに想
像を広げ、ワークシートに自分の

考えを付け足している。 

 

また、５月と７月の単元の重点指導事項に対応する評価規準（表７）での児童の学習の姿が、学

習環境の工夫を取り入れることで、５月から７月に学習が進むにつれ、Ａ評価の児童が３倍となり、

評価規準の内容を十分に満たす児童が増えてきた。これは、授業者が、児童の興味・関心を意識し

た学習環境の工夫や、学習のゴールイメージをもたせる発問、児童同士の発言をつなげたりする働

 

学習環境の工夫ｅ 
挿絵の拡大コピー掲示 

学習環境の工夫ｆ 

ワークシートの使用 

 

学習環境の工夫ｅ 

挿絵の拡大コピー掲示 

 

学習環境の工夫ｊ 

音読劇をしたいという 

学習のゴールイメージをもたせる 

 

学習環境の工夫ｈ 
目的をもたせた動作化 

 
さらに 

 

 
さらに 

 

学習環境の工夫ｈ 

動作化 

学習環境の工夫ｋ 

発問の工夫（つなげる） 



きかけを意識した学習を展開してきたことが要因と考えられ、児童の「主体的な学びの姿」が発揮

されることで、国語科の力の育成にもつながっていると思われる。 

表７ ５月と７月の単元の重点指導事項に対応する評価規準 

 ５月単元「とんこととん」 ７月単元「おおきなかぶ」 

評価規準 
Ａ 

人物の行動や場面の様子を挿絵や文章から想像
し、具体的な言葉で伝えたり、音読を工夫した
りしている。 

次々に人物が加わる様子や、かぶが抜けたときの気持
ちを挿絵や文章から想像し、具体的な言葉で伝えたり、
音読を工夫したりしている。 

評価規準 
Ｂ 

人物の行動や場面の様子を想像しながら読んで
いる。 

次々に人物が加わる様子や、かぶが抜けたときの気持
ちを想像して読んでいる。 

評価規準 
Ｃ 

友だちの意見を聞き、人物の行動や場面の様子
を確認しながら読んでいる。 

友だちの意見を聞き、次々に人物が加わる様子や、かぶ
が抜けたときの気持ちを確認しながら読んでいる。 

 

５ 成果と課題 

(1) 成果 

   今回の研究では、幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行うものであることを基本としている幼

児期の教育から、物的・人的・空間的環境の工夫を取り入れた授業改善により、与えられた課題か

ら学習を進めていた児童が、授業者がもつ教科のねらいのもと、課題を「自分ごと」として捉え、

活動を展開する姿が見られ始めた。そして、学習環境の工夫によって、児童の「主体的な学びの姿」

を捉える視点である「①自分の課題」と「④振り返り」の姿も増え、「主体的な学びの姿」の視点を

一まとまりとすることができた。 

   また、単元を追うごとに、児童の「主体的な学びの姿」を発揮させようとする授業者の意識が変

わり、児童が興味・関心をもてるような導入の工夫や、気付き・思考の深まりを促す発問をしたり、

思考の流れを意識した授業を展開したりするようになった。 

これらのことから、児童が「主体的な学びの姿」を発揮できる学習環境の工夫の有効性が明らか

になった。作業スペースでの活動に目的をもたせ、学習につなげたり、児童に学習のゴールイメー

ジをもたせたりするといった工夫は、他の教科においても取り入れることができるものであり、国

語科以外の教科でも児童の「主体的な学びの姿」を発揮させる効果的な手立てになるのではないか

と考える。 

(2) 課題 

今回の検証授業では、児童の「主体的な学びの姿」を発揮させるため、単元を追うごとに学習環

境の工夫を取り入れてきたが、「主体的な学びの姿」を捉える四つの視点すべてを、一まとまりとし

て発揮させる難しさを感じた。児童に学習の課題をもたせるためには、児童の学習の理解度や興味・

関心の把握をし、それをもとにした授業改善が必要であると考える。 

   学習環境の工夫を取り入れた授業で、児童の「主体的な学びの姿」は増えたが、「①自分の課題」

と、「④振り返り」の姿は、全体的に見ると少ない。これらの姿がさらに見られるようにするために

は、常に児童に学習の課題をどうもたせるかを意識した授業を展開することが求められる。 

さらに、今回の研究では、児童の「主体的な学びの姿」は、主観的にならないようはっきりと目

に見てわかる行動の部分でしか捉えることができず、児童の思考や発想による行動を捉えることが

できなかった。言葉や文字の習得が不十分である小学校第１学年では特に見えにくいという問題が

ある。保育者は、その子どもが何を経験しているのか、何を楽しんでいるのかといったことを、幼

児の表情や表現したものから読み取り、明日の保育を考える。小学校教員も、児童の行動や姿、友

だちとの会話やノートの記述等からその子どもが何をどのように思考しているのかを読み取り、学

習環境の工夫をすることが児童の「主体的な学びの姿」を発揮できるようにすることには欠かせな

い。そのためには、改訂された幼稚園教育要領等にもある、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿



（10 の姿）」を手掛かりにしながら、各校のスタートカリキュラムをもとに、単元の年間計画を見

通し、学習環境の工夫を取り入れていくことが必要であると考える。そして、平成 30年２月に高知

県教育委員会から出された「高知県保幼小接続期実践プラン」にある「10の姿共有シート」等を活

用し、保幼小の互いの良さを生かした接続を、計画的に進めていくことが重要である。 
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